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■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

…取付けを誤った場合、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険または物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

注　意!

※　　 内は、ロットNo.表示位置を示します。●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

●シャッター本体の外れ・落下の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・必ず指定のねじを指定の本数使用し、取付けてください。
・本体・サイドカバーの引っ掛け部を必ず本体固定金具に掛けてください。
●取付け時およびスラットの横ズレを直す場合は、手袋をしてください。素手で行うとケガをするおそ
れがあります。

●シャッターを取付ける前に枠の水平・垂直を確認してください。取付け精度が悪いとシャッターの作動不良の原因になります
ので、かい物などで調整してください。
●シャッター取付け開口部の水平・垂直・対角寸法とねじれのないことを確認してください。取付け開口部の精度が悪いと商品
本来の性能を発揮できないばかりでなく、故障や破損の原因になります。
●本製品を軒天内部に納める場合、必ず軒天点検口を設け、必ずケースおよびガイドレールが外部から取外せる構造にしてくださ
い。外せない場合、メンテナンスができなくなります。
●壁仕上げの際、ケース・ガイドレールを塗込まないでください。メンテナンスができなくなります。
●ガイドレールが埋込み仕様の場合は必ず土間に埋込んでください。又、土間仕上げ面はガイドレール下部ラベルの標準（上限）位
置で仕上げてください。標準（上限）位置から下限位置の間で仕上げた場合は、ロックはかかりますが、ロックの受け部の
位置調整が必要となる場合があります。範囲外だとロックがかからなくなります。

●モルタル施工の際、ガイドレールにモルタルが付着しないように指導してください。
●モルタルはくり剤はアルミ表面を傷めますので使用しないように指導してください。
●枠部分の組立て・取付けについてはガレージ枠同梱の「取付け説明書」をご覧ください。

■取付け上のお願い

バインドテクスねじ
φ4×14

トラスタッピンねじ
φ4×8（Ｄ9.4）

バインド小ねじ
M4×12（Ｄ8.3）

■使用部品・ねじ一覧表

■ガイドレール下部ラベル（埋込み仕様のみ）

このラベルは、土間面仕上げ時
はがしてください。

下限位置

標準（上限）位置

土間仕上面は必ず、標準（上限）～
下限の範囲内で納めてください。

お
願
い

木造用壁（後）付枠、RC造用躯体
直付枠（埋込みなしタイプ）に同梱

木造用壁（後）付枠、RC造用躯体
直付枠（埋込みなしタイプ）に同梱

ガイドレール
抜け防止金具

バインドテクスねじ
φ4×14

※㋥、㋭は木造用壁（後）付枠、RC造用躯体直付枠（埋込みなしタイプ）のみ取付けになります。

㋑ ㋺ ㋩ ㋥ ㋭
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■構成図

■取付け順序 ■取付け詳細

①シャッター本体を化粧まぐさの上にのせます。
②本体サイドカバーの引っ掛け部❶が外枠に当たるまで押込んでください。
③本体サイドカバーの引っ掛け部❷が、本体固定金具に当たるまで押込んでください。
④本体サイドカバーの引っ掛け部❷を本体固定金具に掛けてください。

●本体取付けの際は、手袋をしてください。
素手で行うとケガをするおそれがあります。
●本体サイドカバーの引っ掛け部を必ず本体
固定金具に掛けてください。シャッター本体
の外れ・落下の原因になるおそれがあります。

注　意!

1本体の取付け 1本体の取付け

■A部詳細図A部

室外側

室内側

ガイドピース

化粧まぐさ

ガイドレール 外枠

ガイドレール

ロットNo.表示位置
内観左側幅木手掛け部

室外側

室内側

シャッター本体

ケース

ケースカバー

ケースカバー

シャッター
本体

サイドカバー

室内側

室外側

サイドカバー
本体固定金具

シャッター本体
をのせます。

外枠

化粧まぐさ 室外側室内側

本体固定金具

シャッター
本体

サイドカバー

化粧まぐさ

サイドカバー
引っ掛け部

本体固定金具

サイドカバー引っ掛け部

サイドカバー

ロットNo.表示位置
外観ガイドレール上部

㋩ ㋩

㋩
㋩

㋑

㋺

❷

❶
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2ガイドレールの取付け 2ガイドレールの取付け
①幅木を引下げ、ガイドレールの上端（ガイドピース側）に幅木を
引込み、そのままガイドレールの上端を本体内へ挿入します。
②ガイドレールをスライドさせ、外枠にはめ込み、㋑トラスタッピ
ンねじφ4×8で固定します。
※取付け完了後、開閉作動チェックをしてください。引っ掛かり
などの支障がある場合は、「4スラットの横ズレの確認」を行って
ください。

3ガイドレール抜け防止金具の取付け
（木造用壁（後）付枠、RC造用
躯体直付枠（埋込みなしタイプ）のみ）

3ガイドレール抜け防止金具の取付け
（木造用壁（後）付枠、RC造用躯体直付枠（埋込みなしタイプ）のみ）
①ガイドレール下端に㋥ガイドレール抜け防止金具をあわせます。
②㋥ガイドレール抜け防止金具の丸穴部を㋭バインドテクスねじφ4×14でねじ止めします。

室外側

室内側

⑤本体が本体固定金具に掛かっていることを確認して、㋺バインド小ねじM4×12でねじ止めします。

※ねじ山がつぶれることがありますので、インパ
クトドライバーなどは使用しないでください。

お願い

※本体カバーが化粧まぐさから飛び出している
とスラットのキズや開閉不良の原因になりま
すので、全長にわたって本体カバーが化粧ま
ぐさから飛び出していないことを確認してく
ださい。

お願い

■取付け順序（続き）

サイド
カバー

本体固定金具 外枠

外枠

本体カバー

室外側室内側

室外側

室内側

ガイドピース

ガイドレール

室外側

室内側

ガイド
レール

外枠

ガイドレール

ガイド
ピース

室内側

幅木

シャッター
本体

スラット

ガイドレール

外枠

室内側

室外側

サイドカバー

ガイドレール

外枠

室内側
室内側

㋥

㋥

㋺

㋺

㋑

㋑

㋭

本体
カバー

本体
カバー

化粧まぐさ化粧まぐさ
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※外枠・本体にスラットが引っ掛からないようにしてください。
※幅木が本体の中に巻込まれないようにしてください。
②スラットをゆっくり上げます。

●スラットの横ズレを直す場合は、手袋をしてください。
素手で行うとケガをするおそれがあります。

注　意!

①幅木の中央を持ち、開口の1／3程度までスラットをゆっくり下げます。
※横ズレがある場合は、スラットを手で押しながら直してください。

4スラットの横ズレの確認

■ロック受け部調整方法
①ガイドレールを外します。
②ガイドレール室内側面のねじをゆるめます。
　（ねじは完全には外さないでください。）
③ロック受け部を移動します。
④ロック受け部のねじを締めます。
⑤ガイドレールを取付けます。
※ロックが掛らない場合は再度微調整してください。

5ロックの施錠、解錠の確認
①スラットをゆっくり下げて、幅木をガイド
レール下部ラベルの土間仕上げ面標準位置
に停止させます。（埋込み無仕様の場合は
土間面に停止させます。）
②室内側のロック操作ツマミを左右に動かし、
施錠および解錠ができるかを確認します。

下

上

ガイドレール

ねじをゆるめる
ねじが完全にはず
れないように注意
してください。

ロック受け部
を下げる

ガイドレール

ロック受け部

下
げ
る

①ケースを正面下方からはめ込み、
下面の取付け穴を㋩バインドテク
スねじφ4×14で固定します。
※ケースカバーをねじ止めするま
で、ケースを手で押さえておいて
ください。
②ケースカバーをかぶせケースと
共に㋩バインドテクスねじφ
4×14でねじ止めします。

6ケースの取付け 6ケースの取付け

ロック

ロック
操作ツマミ

施錠
時は
緑印
が出
るま
で

操作
レバ
ーを
引い
てく
だ

さい
。

故障
の原
因と
なり
ます
の

でシ
ャッ
ター
開閉
時は
、

必ず
解錠
して
くだ
さい
。

お願
い

解錠

施錠

室内側

シャッター
本体

室内側

室内側

室外側

ゆっくり
下げる。

幅木

外枠

スラット

手で押し
ながら直す。

ケース

ケースカバー

シャッター本体

ケースカバー

ケース

ケース

ケースカバー

室内側

❶

❶

❶

❶

❷

❷

❷

❷

㋩

㋩

㋩

㋩

㋩

㋩
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